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Abstract: Everyone wants to ”do what they love, in a job I love,” but the reality is harsh: 35%

of the companies that have created businesses are in the red. In this case study, we report on a case

in which an individual acquired the skills to create a business on a low budget while controlling

risks in order to ”do what I loves, in a job I loves”.

1 はじめに
「好きな事を、好きな仕事にしたい」と誰しも考える
が、事業創出した企業のうち 35% が赤字と現実は厳し
い [1]。本事例研究では個人が「好きな事を、好きな仕
事にする」ために、リスクをコントロールしつつ低予算
で事業創出のスキル獲得した事例を報告する。

2 背景
2.1 事業創出を求める社会情勢
日本の経済成長率は他の主要国に比べ緩やかである。
このため政府は新規事業の創出を後押ししている。しか
し企業もその社員も事業創出をうまく進められないこと
が多い [2]。

2.2 企業による事業創出の取り組み
企業は既存事業が堅調のうちに事業創出の取り組みを
始めるが、既存事業と新規事業のバランスに悩むことに
なる。両事業の組織が近いと新規事業が既存事業に阻害
を受け、逆に遠いと既存事業を疎かにする弊害がある。
そこで企業はスタートアップ企業のM&Aを成長戦略に
組み込むことで、事業ポートフォリオを構築する [3]。
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2.3 個人が事業創出するための備え
企業が事業創出に取り組む中、個人も社員として事業

創出を求められることは多い。しかし新規事業が既存事
業を上回る収益を見込むことは難しい。そのため既存事
業に従事することが個人として合理的であり、事業創出
のスキルが上がらない。
企業が事業ポートフォリオを構築し新規事業と既存事

業を併存させるように、個人でもポートフォリオを構築
することで、戦略的な成長性を得ることができる。現業
を大切にしつつ、個人の余暇時間を事業創出のスキル向
上にあてることで、社内の事業創出また退職後の起業に
備えることができる。

3 事業創出に必要なスキルの獲得
「好きな事を、好きな仕事にする」のが目的であるか
ら、自身の興味ある分野をテーマにする (4.1節)。また
新規事業はスモールスタートとなるので、事業全体を少
人数で運営することになり、事業を俯瞰する能力が必要
となる (4.2節)。さらに自身に不足する技能を学ぶこと
も貴重な経験となる (4.3節)。

4 スキル獲得の実際
本研究で行ったスキル獲得をテーマ選定・事業俯瞰・

技能習得の 3つの観点で事例報告する。
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